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「倣う」という生き方 

 
フィリピの信徒への手紙 4章 8-9節 
8終わりに、兄弟たち、すべて真実なこと、すべて気高いこと、すべて正しいこと、 
すべて清いこと、すべて愛すべきこと、すべて名誉なことを、また、 
徳や称賛に値することがあれば、それを心に留めなさい。  
9わたしから学んだこと、受けたこと、わたしについて聞いたこと、 
見たことを実行しなさい。そうすれば、平和の神はあなたがたと共におられます。 

 
＊＊＊＊＊ 
あなたの人生の中で、あの人がいてくれたので、いろいろ学ぶことができたとか 
いろいろ模範を見せてもらったとか、そういう人はいるでしょうか。 
もし、いるとすれば、それは本当に素晴らしいことだと思います。 

 
私たちはそれぞれ、御言葉を学び、個人個人で神様からのメッセージを 
受け止める必要はありますが、それと同時に、他の人たちから学ぶという姿勢がとても 
大切だとパウロは語っているようです。 
そうだとすれば、私たちは様々な学び、気づきを日々の生活の中で蓄えることが 
重要な出来事となります。 
他の人が書いた事柄、誰かが実行した素晴らしい出来事について、私たちは 
心を向け、目を向けることが大事です。 
自分の出来事というより、他の人のすばらしい出来事を心に留め、そこから学び 
それを意識し、それに倣うような生き方は、常に「成長」をもたらす生き方だと 
思います。 
最近、何か本を読みましたか？ 
最近、何か興味深い映画を観ましたか？ 
最近、心から感動したニュースや出来事がありましたか？ 
そういうことを探すための情報収集は大切ですね。 
「心が生きる」「心が呼吸をする」ような生き方がいいですね。 

 
そして、次のメッセージは 
観たこと、聞いたこと、学んだことを「実行する」という姿勢です。 
耳で聞いて心地よい出来事をそのまま、耳で留めておかないで、できることがあれば 
実行してみることは重要です。 
パウロは自分の教えてきたこと、自分が通過してきたことをしっかり学び 
それを実行するようにと勧めています。 

 
9わたしから学んだこと、受けたこと、わたしについて聞いたこと、 
見たことを実行しなさい。 

 
私にはそういう自信はありません。 
でも、私がこの人のようになりたい、この人のように生きたいと感じさせて 
くれた人はたくさんいます。 
私の中で一番印象に残っている人のひとりは私が小学校低学年の頃、前橋市の 
宣教師館で一緒にいたニュージーランドのウインザーという宣教師です。 
私たちを自分の家族のように丁寧にケアしてくれた人で、その優しさは子供でも 



わかるほど、穏やかな優しさでした。 
オーストラリアの神学校の学長や同窓生たちに出会えたことも大きな祝福でした。 
先輩のジョン・ダンという人の生き方にも本当に刺激を受けました。 
そういう出会いがあったことについては本当に大きな祝福だと思っています。 
私は、それらの人たちが私に見せてくれた事柄を、自分なりに実行してきました。 
全く不完全ですが、それでも、私のオリジナルではなく、私が誰かから受けた心の温まる事柄、 
誰かにしてもらった嬉しかった事柄を真似て、自分のできる範囲で実行してきました。 

 
その中で、MACFの礼拝に参加してくださっている皆さん、誠実に献金で支援してくださっている皆さんや、
神学講座とかワークショップを手伝ってくださった方々、 
いつも支援的に支えてくださっている皆さんのことを語らないわけにはいきません。 
ある意味、皆さんのその姿勢は、私にとっても模範だと感じているからです。 
皆さんから私は学び、皆さんの生き方に倣ってやってきたことがたくさんあります。 

 
MACFについて、わたしひとりの力ではまったく何もできませんでしたし、 
いろいろな方々の力と知恵と奉仕によって、今のMACFがあるのだと私は固く信じています。 
 
私は皆さまから学んだこと、受け取ったことをたくさん心に留めながら 
学ばせていただきながら牧師としての役割を果たそうとしています。 

 
今、私の心の中には平安があります。ダメな部分をたくさん持っている私ですが 
それでも、多くの人の支援や愛のおかげでここに立たされているということを 
感じれば感じるほど、喜びと平安が心に深く留まるように思います。 

 
そして、最後に、どうしても伝えなければなりません。 
私たち人間は不完全な面を持っている存在ですから、失敗したり、離反したり 
喧嘩したり、誤解したりすることが多々あります。 
私たちは究極的にはイエスさまに倣って生きる姿勢が最も大事なのです。 
私の尊敬する人たちの麗しさは、彼らがイエスさまに倣っていたからこそ 
身についた面がたくさんあります。 
彼らがイエスさまに出会ってなかったら、きっと違う生き方になっていたと思います。 
パウロとても同じです。 
私たちはイエスさまが、どのように人に接し、どのように人に接すべきかを教えて 
おられるのか、自分をどのようにみるべきなのか、どう生きるべきなのか、どうあるべきなのか 
イエスさまの教えに倣い、イエスさまの生き方に倣うことで、心の平安が大きく、豊かになると 
思います。 
だから礼拝が必要であり、だからみ言葉との向き合いが必要であり、だから御言葉の学びが 
重要なのです。そこにイエスさまに倣って生きるすべての「内容」が教えられているからです。 
イエスさまに倣い、イエスさまに倣って生きてきた先人たちに倣って、わたしたちも 
前に進みたいと思います。 

＊＊ 

Youtube での MACF 礼拝映像は 
https://youtu.be/9WUPXtsCm_o 

https://youtu.be/9WUPXtsCm_o

